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■１０月の活動報告 

 ［定例会］ １０月１０日（日） 彩遊の森でノコギリ作業 

 不忘山は秋模様、アキアカネも里に下りたのか見えな

い。蚊も少なくなり、ノコギリ作業にはもってこい。植林

木などの混んでる枝を切る。切り終わって容姿を眺め、

切った本人のスッキリ感が木にも伝わってくれてるとい

いがと思う。そして、ヤマハンノキの様に成長してほしい

と、つい、軽く叩いたり触ったり呟いたり。何やら騒ぐ声

が、アカマツの上の方にフクロウでも巣に利用してくれ

ないかと備えた巣箱が、スズメバチの巣に覆われてい

る。また騒ぐ声、黄色の長い毛で覆われてきれい？な

ケムシが幹に張り付いてる、ガの幼虫らしい。 

 昼ご飯後、丸太小屋シアター開館。いやいやビックリする程リスが登場してくるではないか。画面

はリスの森ではなく彩遊の森だが、リス御膳にリスが入り浸り。クルミの皮を剥くしぐさ、それを四

方八方の林床に隠す姿は何回観ても飽きない。（リスが小さくて速くて写真に不向きでしたので、

ホームページの動画を観て下さい）のちに、あっちこっちにどんな風にクルミを保存してるのかと、

こっそり地面を目視したが見つけられなかった。リスはどうやって隠した所を記憶してるのだろう

か？冬の雪の下のクルミはどうなるのだろうかと他人事ながら心配。 その後、イヌエンジュのコー

スターやいろいろな木工作品の材料を久々に作った。 参加者：９名 

  

 ［森の教室］ １０月２４日（日） 笹枯れち調査、紅葉観察 （葉っぱ図鑑持参） 

小屋に着くと、何やら１本白っぽい茸を同僚が持って来て

テーブルに置き、早速図鑑を開き「これだよね？」と確認さ

れる。食後を考えると「らしいね」としか言えない。詳しい方

が来たので再確認、生えていた状況などを聞き、アケボノ

サクラシメジに間違いないと言う。一蓮托生、お昼に試食

することになり、水に浸す。 

 紅葉観察にはまだ早く、午前中は近日やる子供たちのイ

ベントの準備をすることにした。動物観察班はSD交換へ、
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途中、ナラ枯れになったミズナラにムキタケを発見、良さそうなのを３つ採らさせてもらう。 

 お昼、シメジ１本ではとムキタケも一緒に調理、久々の吸い物をいただく。茸は美味しいが、汁は

醤油味のみで今一。コロナ禍前は、捕らぬ狸の皮算用で具材を用意していた様な気もするが、も

う、妄想か(笑)。午後は、天気もいいし、散策にもってこい。昼ご飯の茸のせいか、つい、目は古い

木の根元に行き、観察路を外れる。茸の図鑑を作る話もあったなと思いつつ、久々に藪の中を歩

き廻った。 参加者：５名 

 

 

■１１月の活動案内 

 ［定例会］  

   集合時間  １１月１４日（日） １０時 

   集合場所  作業小屋 

   内   容  作業小屋・物置の大掃除、理事会、観察路散策 

 

 ［海岸林］ 

   集合時間  １１月２８日（日） １０時 

   集合場所  荒浜海岸公園センターハウス前 

   内   容  荒浜海岸公園の手入れ、植林木の定点撮影 

 


